若手研究者交流支援事業－東アジア首脳会議参加国からの招へい－

平成２１年度第1回実施報告書

若手研究者招聘事業　－東アジア首脳会議参加国からの招聘－

平成２３年度実施報告書


1． 基本データ　
【事業課題名】
	課題名（和文は４０字以内。）
（和文）

（英文）




【実施期間】

　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日
【受入機関】
	機関名 （和文）
	

	　　　　　 (英文)
	

	機関代表氏名
	


【実施の中心となる部局】（受入機関内の研究科、附置研、研究センター等）
	部局名 （和文）


	

	　　　　 （英文）
	

	部局代表者

	職名

（和文）
	氏名

（和文）

	
	（英文）

	（英文）




【コーディネーター】

	所属部局

（和文）
	職名

(和文)
	氏名

(和文)

	（英文）


	(英文)


	(英文)



	電話番号


	ﾌｧｯｸｽ番号


	Email




【事務責任者】(変更申請書等の提出者となる責任者)
	所属部局


	職名


	氏名




【本会との連絡窓口となる事務担当者】(担当が複数人いる場合は枠を追加して、記述してください。)
	所属部局


	職名


	氏名（フリガナ）



	電話番号


	ﾌｧｯｸｽ番号


	Email



	住所　（〒　　　　　　　　　　　）




【受入機関内のその他の部局等】（該当がある場合のみ記述してください。部局等が複数ある場合は、すべて記述してください。）
	部局名　（和文）
	

	　　　　　　(英文)
	


【受入機関以外の協力機関】（該当がある場合のみ記述してください。機関が複数ある場合は、すべて記述してください。）
	機関名　（和文）
	

	　　　（英文）
	

	部局等名（和文）
	

	      (英文)
	


【交流相手機関】(機関が複数ある場合は、枠を追加して、すべて記述してください。）
	機関名（和文）
	
	国名（和文）



	　　　　　(英文)
	
	　　　（英文）



	部局名（和文）
	

	　　　　　(英文)
	


【受入研究者】（派遣のみの研究者も記入してください。）
	氏　名
	所属機関
	所属部局等
	職　名
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


２． 事業実施概要　これまでの交流を通じての成果を「招聘若手研究者の選定方法（募集方法、選定基準、選考方法・体制、各募集方法での応募者数、採用者数など）」「招聘若手研究者のための教育・研究活動状況」及び「招聘若手研究者受入の運営体制」の観点から記入してください。
	


３．事業目標の達成状況　　目標の達成度と、その理由を具体的に記入してください。また、この課題に関連しての研究成果発表（論文、記事など、予定も含む）があれば記入してください。
	


４．事業終了後の発展の見通し　事業の成果の波及効果として交流協定締結、参加者の長期招聘のための他事業への募集予定等、今後の実施機関の研究活動、教育活動の国際的展開、交流相手機関との継続的な交流の見込みなどについて記入してください。
	


５．若手研究者の受入実績
	受入研究者

氏名
	招へい若手

研究者氏名
	国籍
	所属機関
	部局
	身分
	博

士

号

有

無
	招へい

開始日
	招へい

終了日
	招

へ

い

日

数

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計　　人
	
	
	
	
	
	
	
	


※招へい開始・終了日は、平成○年○月○日と記述してください。

６．日本側研究者の派遣実績
	派遣者氏名
	派遣先機関
	部局
	国名
	派遣開始日
	派遣終了日
	派遣日数
	派遣目的

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	計　　人
	
	
	
	
	
	計　 日
	


※派遣開始・終了日は、平成○年○月○日と記述してください。
７．招へい若手研究者を対象とした企画等の実施状況
　＊実施した企画ごとに記載してください。
	企画名
	（和文）

	
	（英文）

	開催期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日（　　日間）

	開催地
	

	開催責任者
	氏名
	（和文）
	

	
	
	（英文）
	

	
	所属機関・職名
	（和文）
	

	
	
	（英文）
	

	参加者数
	国籍
	当該事業で招へいした若手研究者の人数
	その他の研究者の人数（スタッフを除く）

	
	日本
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	概要及び成果

【目的・概要】

【成果】




＊その他、参加者リスト（様式は任意。本事業経費負担者には印を付けること）やプログラム等、セミナー関連資料があれば添付してください。

８．経費使用額
日本学術振興会からの交付経費：　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
	経費

	　
	　
	経費費目
	内訳等
	金　額
	積算内訳（単価等）

	事　　業　　実　　施　　経　　費
	招へい若手研究者の

受入
	渡航費
	延　　　　　人
	円
	

	
	
	滞在費
	（人日＝日数の総計）
博士号取得者　 日
博士号未取得者　　　　　　

　　　　　　　     人日
	円
	博士号取得者：36万円/月（上限）
博士号未取得者：25万円/月（上限）

	
	
	海外旅行傷害保険
	
	円
	　

	
	
	国内研究旅費
	
	円
	　

	
	
	調査研究費
	延　　　　日
	円
	8万円/人・月以内（目安）　

	
	
	小計①
	
	円
	　

	
	その他の経費
	日本側研究者派遣　　　　　　　　　

　　渡航費
	延　　　　人
	円
	

	
	
	　　滞在費
	延　　　　日
	円
	　

	
	
	　　調査研究費
	延　　　　回
	円
	　1回4万円以内（目安）

	
	
	その他

例）会場・設備借料、印刷製本費、
通信運搬費、雑役務費など
	
	円
	　

	
	
	
	
	円
	　

	
	
	
	　　
	円
	

	
	
	
	　　
	円
	

	
	
	
	　　
	円
	

	
	
	外国旅費・謝金等に係る消費税
	円
	

	
	
	小計②
	
	円　
	①＋②の50%以内　

	
	事業実施経費合計
①＋②
	円　
	　

	事務運営費
	事務運営費
	内訳
	　
	

	
	
	例）旅費、　
	円
	

	
	
	物品費、　
	円
	

	
	
	事務運営費、　
	円
	

	
	
	謝金等、その他　
	円
	　

	
	小計③
	
	円
	①＋②の7%以内

	合計
	　①＋②＋③
	円　
	　


（注意）
１　各経費の使途・算出方法等については、「事務手続の手引」を参照のこと。


２　「その他の経費」の合計額は、「事業実施経費」の５0%を上限とする。

３　「事務運営費」の合計額は、「事業実施経費」の7％以内で、必要な額とする。

４　経費使用額は、採択通知で通知された配分額を上限とする。

５　「事業実施経費」の「その他の経費」および「事務運営費」の内訳は必要に応じて欄を増減　　

　　　　　　　　　　すること。

６　事務運営費の内訳が記載できない場合は小計③のみを記入のこと。



（様式３）












































（平成23年度）
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